
暮の１６日。総選挙は自民党が圧勝。政権が交代し、新しい布陣に。驚きやはなやぎは少なく、
地に足をつけた着実な前進をとの空気が溢れています。 

11 月 9 日。吉川市は市議会に全員協議会の開催を求め、固定資産税の徴収について、一部に
「ミス」があったことを明らかにしました。▽市街化調整区域内の増設住宅等に税法で定められてい
る軽減税率を適用していなかったことなどによるもの▽その件数は 259 件。超過徴収の総額は利
子を含め 1 億 6 千 5 百 88 万円余▽個別に確認、説明の上すみやかに返還の手続きをとりたい▽
12 月議会の補正予算にこの「還付金」の全額を計上するとの考えを説明。了解を求めました。 

                                                  平成 24 年 12 月 29 日発行 
 
  
 
蝶か 

               

             ～1 億 6 千５百８８万円を返還へ～ 

 
＜20 年余にわたる見過ごし＞  長期にわたるずさんな課税。異例の超過徴収は何故発生した

のか。新興住宅などに適用されている軽減税率がいわゆる農家住宅にも適用されているのに見過ごし

ている事例があった。23 年度 1 年間で 259 件、計 586 万円。保存書類で確認できるのは 20 年前まで。

それによると累積の徴収額は 1 億 1 千 134 万円余。これに法律にもとづく利子分、5 千 4 百５３万円余

を上乗せ。総額で 1 億 6 千 5 百 88 万円余を関係者に返還するとのことです。 
 20 年以上にわたる違法徴収の継続と放置。これは公権力による財産権の侵害に当り、5 千万円を超

える利子分の還付金は「ドブに捨てる行為」ではないかと１２月議会で指摘しました。 
 
＜信用失墜。どう回復するか＞  市税の柱は市民税と固定資産税。制度や課税基準が複雑

だったり、途中変更を見逃すことはあっても、このように長期にわたる違法徴収の事例はきわめて異例

です。新聞にも一部掲載されたため、市民から 35 件の問い合わせも。税務に携わる課長クラスは 2 年

程度で交代。固定資産の評価替えは 3 年に 1 度。その節目ごとに、せめて総点検をする慣習や責任あ

る管理がどうして行われなかったのか。信用の失墜。管理責任について猛省を促すとともに、広報よし

かわで市長自ら、説明責任を果たす必要を繰り返して強調しました。259 件の関係住民に対しては、個

別に確認作業を急ぐとともに職員が出向いて謝罪と説明。確定後に還付金額を振り込むとのことで、市

ではすべての作業を 1 月中をメドに終わることを目指しています。 
 
＜適正に公平に。公務の浪費にも＞  今回の件は20年余を経て、職務に忠実な担当者が

配置されたことによって明らかになったとも言えます。還付するお金にとどまらず、職員の作業

量や信頼回復への時間などその影響やエネルギーの浪費は甚大なものがあります。「適正に課税

し公平に徴収する」方針のもと、納税の遅れには延滞料の加算。怠れば強制的差押え処分。吉川

市だけでも「差押え」は毎年5百件を超えています。現実のきびしさを見つめ、税の業務はもち

ろんのこと、公務全般について背筋を伸ばして取り組むよう、自覚を求めて行きます。 

 

 
12 月議会報告 

1 月 5 日（土）  

午前 10：30～12：30 

おあしすミーティングルーム 4 

いとう いながき 

いながき茂行 栄町 782 番地 1C-1101 TEL 983-1628  
       E メール      iimachi.yoshikawa@gmail.com  

いとう 正勝 きよみ野 2-8-2 TEL&FAX 983-1117 
E メール      itoh72@nifty.com 

＊市民改革クラブのホームページは いながき茂行のサイトと 

統合しました  ＊http://www.inagaki-s.com/ 

市民改革クラブ 



一

般

質

問

で 
「

フ

ロ

リ

デ

ー

シ

ョ

ン

推

進

」

の 

即

時

停

止

を

求

め

る 

い

な

が

き

茂

行

 

 

「

フ

ロ

リ

デ

ー

シ

ョ

ン

」

に

つ

い

て

は

、

必

要

性

・

安

全

性

・

有

効

性

に

つ

い

て

疑

問

が

あ

り

、

市

民

の

間

に

も

根

強

い

反

対

の

声

が

あ

り

ま

す

。

そ

う

し

た

中

、

市

は

出

前

講

座

を

は

じ

め

市

民

ま

つ

り

等

各

種

イ

ベ

ン

ト

で

推

進

の

チ

ラ

シ

を

配

布

し

、

フ

ッ

化

物

添

加

水

道

水

の

試

飲

を

推

進

団

体

と

と

も

に

行

っ

て

い

ま

す

。

 

昨

年

度

か

ら

開

催

さ

れ

て

い

る

フ

ッ

化

物

応

用

協

議

会

で

は

、

「

フ

ッ

化

物

に

つ

い

て

の

正

し

い

情

報

提

供

と

今

後

の

あ

り

方

」

に

つ

い

て

協

議

す

る

と

し

て

い

ま

す

。

 

し

か

し

、

学

者

や

医

師

・

歯

科

医

の

間

で

も

議

論

が

あ

る

安

全

性

・

有

効

性

・

必

要

性

に

つ

い

て

、

検

証

・

議

論

す

る

こ

と

な

く

、

学

校

で

の

フ

ッ

素

洗

口

拡

大

や

水

道

水

フ

ロ

リ

デ

ー

シ

ョ

ン

の

導

入

を

図

る

た

め

の

取

組

を

ま

と

め

て

い

ま

す

。

 

 

『

多

く

の

市

民

に

不

安

を

与

え

、

対

立

と

混

乱

を

招

い

て

い

る

フ

ロ

リ

デ

ー

シ

ョ

ン

推

進

の

活

動

を

、

市

は

直

ち

に

中

止

す

べ

き

』

と

の

立

場

で

市

長

へ

質

問

、

提

案

を

し

ま

し

た

。

 

市

民

の

合

意

が

得

ら

れ

る

問

題

な

の

か

?

 

 

協

議

会

の

進

め

方

や

、

市

の

こ

れ

ま

で

の

取

組

か

ら

、

『

市

は

実

施

し

た

い

と

考

え

て

い

る

の

で

は

』

と

の

質

問

に

対

し

、

市

長

は

、

『

一

部

で

、

す

ぐ

に

実

施

す

る

よ

う

な

ウ

ワ

サ

が

あ

る

が

、

今

ま

で

実

施

す

る

と

言

っ

た

こ

と

は

一

度

も

な

い

』

『

市

民

の

意

見

を

十

分

拝

聴

し

た

中

で

、

判

断

し

て

い

き

た

い

』

『

い

ず

れ

に

し

て

も

、

市

民

の

合

意

が

大

前

提

と

考

え

る

』

と

答

弁

。

 

医

薬

品

の

添

加

が

、

水

道

事

業

の

目

的

で

は

な

い

!

 

 

水

道

は

、

人

間

が

生

き

る

た

め

の

水

の

供

給

と

、

伝

染

病

の

予

防

等

公

衆

衛

生

の

維

持

・

向

上

を

目

的

に

し

て

い

ま

す

。

 

地

域

住

民

に

安

全

で

清

潔

な

水

を

廉

価

で

供

給

す

る

も

の

で

す

。

医

薬

品

や

ビ

タ

ミ

ン

注

入

等

で

虫

歯

予

防

や

健

康

増

進

を

目

的

と

す

る

も

の

で

は

あ

り

ま

せ

ん

。

 

選

ぶ

こ

と

が

で

き

ま

せ

ん 

 

水

道

は

給

排

水

管

を

通

じ

て

、

一

様

に

供

給

さ

れ

る

の

で

、

飲

み

た

く

な

い

人

に

と

つ

て

選

択

の

余

地

が

な

く

な

り

ま

す

。

虫

歯

予

防

は

他

に

方

法

が

あ

り

ま

す

が

、

水

道

は

代

替

で

き

る

も

の

が

あ

り

ま

せ

ん

。

 

 

個

人

の

選

択

権

を

奪

い

、

基

本

的

人

権

を

侵

す

も

の

で

は

な

い

で

し

ょ

う

か

。

 

必

要

性

が

極

め

て

低

い

、

 

ム

ダ

な

事

業

!

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

吉

川

市

で

は

12

歳

児

の

む

し

歯

は

0

・

5

7

本

。

国

・

県

と

比

較

し

て

も

少

な

い

。

全

国

的

に

も

、

む

し

歯

は

減

り

続

け

て

お

り

、

歯

磨

き

や

お

や

つ

の

与

え

方

、

早

期

治

療

な

ど

で

確

実

に

減

ら

す

こ

と

が

出

来

ま

す

。

 

安

全

性

・

副

作

用

が 

心

配

!

 

 

フ

ッ

素

症

の

危

険

性

も

否

定

で

き

ず

、

発

が

ん

性

等

全

身

影

響

へ

の

懸

念

も

あ

り

ま

す

。

飲

料

水

以

外

の

99

％

の

生

活

排

水

は

、

川

や

海

に

流

れ

ま

す

。

フ

ッ

素

は

「

水

生

有

害

性

」

が

あ

り

ま

す

。

 

 

ど

う

し

て

も

実

施

し

た

い

の

な

ら

、

希

望

者

の

み

フ

ッ

素

応

用

を

。

 

ら

ら

、

 

 

 

 

 

12

月

議

会

は

11

月

30

日

～

12

月

14

日

ま

で

開

催

。

 

報

告

1

件

と

17

議

案

を

審

議

し

、

全

議

案

を

可

決

。

 

報

告

は

、

専

決

処

分

事

項

の

承

認

。

先

日

実

施

さ

れ

た

衆

議

院

議

員

選

挙

の

選

挙

費

(

2

1

6

2

万

円

)

の

補

正

。

 

議

案

は

、

条

例

の

制

定

・

改

正

及

び

一

般

会

計

補

正

予

算

他

。

 

 

議

案

審

議

 
 

新

た

に

制

定

さ

れ

た

条

例

は

、

吉

川

市

暴

力

団

排

除

活

動

推

進

条

例

・

子

育

て

支

援

セ

ン

タ

ー

条

例

。

一

部

改

正

は

(

災

害

対

策

基

本

法

の

一

部

改

正

に

伴

う

関

係

条

例

の

整

備

に

関

す

る

条

例

・

自

転

車

駐

車

場

条

例

・

学

童

保

育

条

例

・

手

数

料

条

例

等

)

。

 

そ

の

他

、

財

産

の

無

償

譲

渡

(

吉

川

美

南

駅

設

置

に

伴

う

鉄

道

用

地

)
 

、

教

育

委

員

会

委

員

(

山

田

陽

一

氏

)

の

再

任

命

、

固

定

資

産

評

価

審

査

委

員

会

委

員

(

茂

木

伸

一

氏

)

選

任

を

審

議

。

 

 

委

員

会

審

査

 
 

総

務

水

道

委

員

会

(

伊

藤

)

は

、

吉

川

市

特

別

職

の

報

酬

及

び

費

用

弁

償

条

例

の

一

部

改

正

・

市

長

等

の

給

与

の

特

例

に

関

す

る

条

例

及

び

補

正

予

算

担

当

分

。

建

設

生

活

委

員

会

(

稲

垣

)

は

、

暴

力

団

排

除

・

自

転

車

駐

車

場

・

財

産

の

無

償

譲

渡

、

補

正

予

算

担

当

分

に

関

連

し

た

内

容

。

そ

れ

ぞ

れ

詳

細

に

質

疑

。

 

 

一

般

質

問

 

●

①

地

域

医

療

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

づ

く

り

と

生

活

習

慣

病

対

策

②

フ

ロ

リ

デ

ー

シ

ョ

ン

推

進

活

動

の

中

止

を

（

稲

垣

）

 

●

ま

ち

づ

く

り

①

新

庁

舎

②

美

南

小

学

校

③

武

操

跡

地

再

開

発

用

地

④

河

川

・

道

路

(

国

・

県

へ

の

要

望

、

動

向

)

（

伊

藤

）

 

 

 

 

 

 

 



 

江

戸

川

の

堤

防

強

化

 
２

倍

以

上

に

拡

幅

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

い

と

う

い

と

う

い

と

う

い

と

う

    

正

勝

正

勝

正

勝

正

勝

    

 

江

戸

川

、

中

川

、

大

場

川

。

３

本

の

一

級

河

川

。

国

費

、

県

費

の

直

轄

事

業

で

整

備

が

進

む

。

吉

川

区

域

に

照

準

。

用

地

買

収

含

め

数

百

億

円

の

予

算

規

模

。

江

戸

川

は

民

主

党

政

権

の

事

業

仕

分

け

で

一

時

計

画

の

見

直

し

を

迫

ら

れ

た

が

、

３

．

11

の

大

災

害

後

再

度

の

推

進

が

確

認

さ

れ

た

。

▽

堤

防

の

内

と

外

。

▽

の

り

面

の

勾

配

は

２

倍

強

に

拡

幅

へ

。

▽

道

路

の

つ

け

替

え

▽

内

側

は

河

道

掘

削

。

河

川

敷

に

は

緊

急

時

用

の

災

害

専

用

道

路

の

整

備

▽

２

つ

の

ゴ

ル

フ

コ

ー

ス

は

用

地

縮

小

・

整

備

。

ク

ラ

ブ

ハ

ウ

ス

も

移

設

。

▽

防

災

ス

テ

ー

シ

ョ

ン

（

災

害

用

資

材

置

き

場

）

も

八

子

新

田

、

鍋

小

路

地

区

に

―

吉

川

市

は

防

災

拠

点

と

し

て

活

用

の

方

針

。

 

中

川

は

須

賀

・

榎

戸

側

を

80

ｍ

拡

幅

。

新

年

度

着

工

の

吉

川

橋

の

架

け

替

え

工

事

で

完

了

へ

。

大

場

川

は

下

流

の

三

郷

境

ま

で

は

改

修

。

現

在

西

大

場

川

合

流

点

ま

で

（

２

キ

ロ

）

に

つ

い

て

拡

幅

、

護

岸

整

備

に

つ

い

て

概

略

の

設

計

。

本

格

整

備

が

ち

か

く

始

ま

り

ま

す

。

 

 

「

林

や

森

」

も

Ｏ

Ｋ 

ま

ち

づ

く

り

に

生

か

そ

う 

 

こ

の

チ

ャ

ン

ス

を

吉

川

の

ま

ち

づ

く

り

に

も

積

極

的

に

活

用

す

べ

き

と

提

案

。

国

交

省

は

江

戸

川

に

つ

い

て

、

一

部

制

限

つ

き

な

が

ら

管

理

責

任

を

前

提

に

、

斜

面

に

苗

木

を

植

え

る

こ

と

を

全

面

的

に

容

認

す

る

方

針

。

深

井

新

田

地

区

に

は

上

田

知

事

の

提

唱

も

あ

り

、

「

県

の

森

」

づ

く

り

と

し

て

先

に

５

５

０

本

の

苗

木

の

植

樹

も

。

 

発

想

を

広

げ

、

堤

防

の

全

域

を

対

象

に

森

や

林

を

造

成

し

て

は

ど

う

か

―

。

市

長

も

色

々

課

題

は

あ

る

が

、

民

間

企

業

や

住

民

の

協

力

に

つ

い

て

も

考

え

た

い

と

前

向

き

の

姿

勢

で

し

た

。

堤

防

強

化

の

事

業

は

こ

こ

数

年

が

ピ

ー

ク

。

市

税

を

使

わ

ず

に

苗

木

を

植

え

森

林

ゾ

ー

ン

を

ど

う

守

り

育

て

る

の

か

。

人

々

の

関

心

と

知

恵

、

体

制

づ

く

り

が

必

要

で

す

。

尚

、

中

川

の

堤

防

に

つ

い

て

は

植

樹

は

認

め

ら

れ

な

い

と

の

こ

と

で

す

。

 

 

15

階

建

 

４

２

９

戸

 

新

駅

前

４

月

着

工

へ 

 

新

駅

と

一

体

の

武

操

跡

地

。

運

輸

施

設

支

援

機

構

が

１

０

７

億

円

を

か

け

て

開

発

整

備

。

道

路

、

公

園

な

ど

公

有

ス

ペ

ー

ス

を

除

く

16

ha

に

つ

い

て

、

大

和

ハ

ウ

ス

工

業

、

住

友

不

動

産

、

イ

オ

ン

の

共

同

体

が

一

括

購

入

。

新

駅

西

口

の

前

に

ま

ず

15

階

建

（

４

２

９

戸

）

マ

ン

シ

ョ

ン

建

設

が

始

動

。

４

月

に

着

工

、

翌

年

12

月

完

成

の

計

画

。

新

駅

―

吉

川

駅

間

の

戸

建

ゾ

ー

ン

（

２

９

６

戸

）

も

売

り

出

し

。

太

陽

光

や

省

エ

ネ

、

防

災

に

工

夫

。

イ

オ

ン

の

大

規

模

商

業

群

や

医

療

、

介

護

施

設

の

展

開

も

計

画

と

の

こ

と

。

具

体

化

は

こ

れ

か

ら

。

同

じ

武

操

跡

地

の

三

郷

側

は

、

ら

ら

ぽ

ー

と

脇

に

19

階

建

（

２

５

０

戸

）

の

マ

ン

シ

ョ

ン

建

設

中

。

ほ

ぼ

全

域

完

了

。

集

客

５

千

万

人

の

レ

イ

ク

―

美

南

―

新

三

郷

の

ゴ

ー

ル

デ

ン

ル

ー

ト

。

21

世

紀

の

ま

ち

と

し

て

ど

う

変

貌

、

発

展

、

成

長

す

る

の

か

注

目

で

す

。

 

 

                             

 

 

 

 

吉

川

南

部

。

人

も

ま

ち

も

美

し

く

輝

く

。

こ

れ

か

ら

さ

ら

に

。

い

つ

ま

で

も

―

そ

の

思

い

や

願

い

を

込

め

て

名

付

け

ら

れ

た

。 

吉

川

美

南

駅

吉

川

美

南

駅

吉

川

美

南

駅

吉

川

美

南

駅

。。。。

人

間

国

宝

保

持

者

の

壁

画

に

続

い

て

西

口

広

場

に

動

く

造

形

の

設

置

。

６

つ

の

公

園

に

も

現

代

ア

ー

ト

の

息

吹

き

を

伝

え

る

作

品

が

並

ぶ

。 

 

吉

川

美

南

小

学

校

吉

川

美

南

小

学

校

吉

川

美

南

小

学

校

吉

川

美

南

小

学

校

。。。。

明

る

さ

、

ゆ

と

り

。

安

心

、

安

全

。

地

域

に

開

く

モ

デ

ル

校

。

多

目

的

利

用

の

地

区

公

民

館

、

高

齢

者

ふ

れ

あ

い

セ

ン

タ

ー

。

学

童

保

育

は

３

室

。

音

楽

、

図

工

、

家

庭

科

室

は

休

日

や

夜

間

の

開

放

。

こ

こ

ま

で

は

先

輩

格

の

吉

川

小

に

習

っ

た

も

の

だ

が

、

新

た

に

子

育

て

支

援

セ

ン

タ

ー

も

。

体

育

館

を

校

舎

に

組

み

込

ん

だ

設

計

は

斬

新

で

見

事

。

授

業

や

市

民

利

用

と

と

も

に

安

心

の

避

難

施

設

に

も

。 吉

川

美

南

高

校

吉

川

美

南

高

校

吉

川

美

南

高

校

吉

川

美

南

高

校

（（（（

吉

川

高

校

吉

川

高

校

吉

川

高

校

吉

川

高

校

）

。

）

。

）

。

）

。

校

名

を

変

更

。

４

月

か

ら

通

常

と

昼

の

全

日

制

・

夜

間

部

定

時

制

の

３

部

体

制

に

。

県

内

で

唯

一

。

全

国

で

も

珍

し

い

試

み

。 

そ

れ

ぞ

れ

が

光

を

放

つ

こ

と

で

思

わ

ぬ

相

乗

効

果

も

。 
 

新

し

い

年

。

佳

い

年

で

あ

り

ま

す

よ

う

に

。 
 

 

い

と

う 
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パソコン            学校情報～学校情報～学校情報～学校情報～12121212 月補正予算に関連して～月補正予算に関連して～月補正予算に関連して～月補正予算に関連して～    

 小学校は授業にパソコンが導入されて以来、各校とも 21 台を設置。教師用 1 台、児童

は 2 人 1 台で習得の授業。一人一台ずつの配置がのぞましいと再三にわたって指摘、要望してきま

したが 1０年を経て今回のリース更新時にようやく全小学校一斉で実現へ。もっと敏速に。周辺の自

治体や学校の動向にも目配りをと、再度の指摘も。 

プレハブ教室 

 栄小学校のプレハブ１０教室。さらに３年間継続使用。県内有数のマンモス校。栄小の児童数は

24 年度（5 月 1 日）1,139 人。ピークを越えて減少傾向。30 年度は 775 人の見通し。 

学童保育 

 美南小学校は 50 人余の希望者。新年度は学内設置の 3 室のうち 2 室でスタート。中曽根小の学

童はこの 2 年間学校外にプレイルームを設置。これは新年度撤去に。 

プール 

 関小学校のプール改修。一部浅くして低学年用にも。予算 3 千万円。 

語学指導者 

 学習指導要領改訂で 23 年度から小学校でも５年６年に英語の授業。小、中 10 校の外国人指導

者 4 人。継続契約。小学校専属は一人。3 人は小、中双方を受け持つことに。連携の効果も。 

 

地域ネットワークづくりと生活習慣病対策の地域ネットワークづくりと生活習慣病対策の地域ネットワークづくりと生活習慣病対策の地域ネットワークづくりと生活習慣病対策の取組取組取組取組をををを!!!!    

 超高齢化社会が急速に進む中、『住み慣れた地域で自分らしい暮らし』を続けることが 

できる『地域社会』が、求められています。 

「暮らしやすさ」や「安全・安心のまちづくり」の前提は、市民の『健康』が基本です。医療・介護の予

防は勿論ですが、重症化しないための取組が大切です。 

 人は歳を重ねるとともに、病気を抱えたり介護が必要となってきます。しかし、重たい病気になら

ず、重たい介護を受けずに生活し、最後を迎える事が出来れば幸せなことだと思います。 

その実現には、かかりつけ医と専門医による質の高い『医療』の提供、医療と介護、民生委員と

ケアマネジャーの連携をはじめ、地域包括支援センター、社会福祉協議会、地域での支え合い等

が繋がっていなければなりません。 

 市は、受診率のアップと生活指導そして健康に関する相談の取組を強化するとともに、『地域ネッ

トワークづくり』の支援を、スピード感を持って実践しなければなりません。 

何より大切なことは、『自分の身体は自分で守る』という気持ちと生活習慣です。がん検診や生活習

慣病予防検診での早期発見と治療、食生活と運動、喫煙や飲酒等の生活習慣の改善です。 

 重症化せずに生活を送れることは、本人にとって、市の『財政』にとっても良いことです。 

若い世代が安心して、子どもを育てられるまちづくりが必要です。『子育て支援』をはじめ、魅力ある

吉川を創って行くためにも、死ぬまで元気に生きることが高齢者の責任ではないでしょうか。 

 

 

編

集

後

記 
  

突

然

の

解

散

、

総

選

挙

。

予

想

通

り

民

主

党

の

惨

敗

、

壊

滅

的

敗

北

。 
 

マ

ニ

フ

ェ

ス

ト

違

反

、

稚

拙

な

政

権

運

営

、

党

内

の

対

立

・

ゴ

タ

ゴ

タ

そ

し

て

離

党

者

続

出

等

、

余

り

の

体

た

ら

く

。

厳

し

い

経

済

環

境

に

加

え

、

外

交

、

防

衛

で

の

軋

轢

も

。

被

災

地

の

復

興

、

原

発

の

安

全

も

見

え

な

い

。

 
 

し

か

し

考

え

て

み

る

と

、

経

済

の

再

生

も

税

と

社

会

保

障

の

一

体

改

革

、

普

天

間

基

地

の

移

設

、

尖

閣

諸

島

、

竹

島

そ

し

て

原

発

の

問

題

も

3

年

余

の

民

主

党

政

権

で

新

た

に

起

こ

っ

た

こ

と

で

は

な

い

。 
 

歴

代

の

政

権

が

先

延

ば

し

、

ご

ま

か

し

、

知

ら

ぬ

ふ

り

を

し

て

真

正

面

か

ら

取

り

組

ん

で

こ

な

か

っ

た

こ

と

ば

か

り

。

大

変

で

面

倒

で

難

し

い

事

だ

か

ら

。 
 

自

民

党

は

消

去

法

と

漁

夫

の

利

で 

「

圧

勝

」

し

た

。

中

国

や

韓

国

の

取 

っ

た

外

交

対

応

も

結

果

的

に

は

自

民 

党

に

味

方

し

た

。 

安

倍

政

権

が

誕

生

し

た

。

誰

が

や 

っ

て

も

難

し

い

時

代

だ

と

思

う

。

再

び

投

げ

出

す

こ

と

は

許

さ

れ

な

い

。

ま

た

、

国

民

の

不

満

を

国

防

軍

や

憲

法

改

正

、

核

武

装

に

結

び

付

け

る

こ

と

は

や

め

て

い

た

だ

き

た

い

。 

そ

れ

に

し

て

も

、

政

治

は

被

災

地

に

も

国

民

に

も

目

が

向

い

て

い

な

い

と

思

う

。

政

治

家

も

役

人

も

自

分

の

こ

と

ば

か

り

。

党

利

党

略

・

省

益

。

情

け

な

い

。

無

関

心

の

ツ

ケ

が

い

っ

ぺ

ん

に

回

っ

て

き

た

。

そ

の

こ

と

に

皆

が

気

づ

い

た

。

来

年

は

き

っ

と

変

わ

る

、

変

え

な

け

れ

ば

。 

皆

様

、

よ

い

お

年

を

お

迎

え

く

だ

さ

い

。

 
 

 
 

 
 
(

い

な

が

き) 
 


